
 

習志野市農業委員会総会議事録 

 

 平成３１年第３回習志野市農業委員会総会は平成３１年３月５日（火曜日）習志

野市役所２階監査事務局会議室で開催した。 

 

１．開催時刻   午前９時００分 

１．委員の出欠席   １６名中  １４名出席  欠席 １名  欠員 １名                     

委員氏名 （網掛けは欠席委員） 

   １番 植草 守     ２番 江口 明美     ３番 伊藤 和彦 

   ４番 飯生 良     ５番 塩田 俊一     ６番 渡邊 幸枝    

７番 三代川 和彦   ８番 織戸 淳也     ９番 葛城 芳一    

１０番 三代川 彦博  １１番 田久保 征夫   １２番 村山 茂男 

 １３番 欠 員     １４番 中野 政博 

 

会     長  廣瀨  博    

会長職務代理者  飯生 正己 

 

１．議事録署名人   １２番 村山 茂男   １４番 中野 政博 

     

  

１．議案審議結果 

  上 程 ３件  承 認 ３件  不承認 ０件   

 

１．閉会時間   午前 １０時３０分 

 

１．付議事項   

議案第１号 生産緑地のあっせんについて 

議案第２号 農地の下限面積の設定について 

議案第３号 農地法施行規則第２９条第１号に関する農地転用の届出について 

   

  報告事項 

  報告第１号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について 

  報告第２号 農地法第５条第１項第６号の規定による届出について 
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皆様、こんにちは！ 定刻になりましたので 

平成３１年 第３回 習志野市農業委員会総会を開催いたします。 

 

本日は、３番 伊藤和彦委員より欠席の報告を受けておりますので、 

１６名中１名の欠席と１名の欠員により１４名の出席となります。  

習志野市農業委員会総会会議規則 

第９条の規定により、本日の総会は成立いたしました。 

つぎに、議事録署名人について、 

「習志野市農業委員会会議規則」第２６条の規定により 

議長より指名させていただきます。 

１２番 村山 茂男委員 １４番 中野 政博委員の両名を指名いたしま

す。 

本日の議案上程件数は３件、報告案件が２件であります。 

それでは、議案第１号 生産緑地のあっせんについて議題といたします。 

この案件については、先月の１月総会と昨年末の１２月総会で議案とし

て上程いたしましたが、１２月総会では審議保留となり、１月に再審議と

なりました生産緑地の主たる従事者の証明書の発行について審議し、

賛成多数で証明書を発行し、買取り申し出を行い本日、生産緑地のあっ

せんとなったものです。 

事務局より、議案の朗読と説明を求めます。 

 

今回の議案第１号は、皆様ご承知のとおり平成３０年１２月総会において、生産緑

地の主たる従事者についての証明願が提出され、農業委員、事務局で生産緑地

の当該地等の現地確認を行い、申請者、申請者のご家族、代理人を総会に招集

いたしました。また、翌年の１月総会では都市計画課長から説明等が行われた事

案であります。 では、議案を読みあげさせていただきます。 

議案第１号 生産緑地のあっせんについて 

所在地 ： 習志野市●●●丁目●●番  (●●●号●●第●●生産緑地地区) 

申請者 ： 習志野市●●●丁目●番●号  ●● ●● 

面 積  ： ●,●●●㎡  （約●●●.●坪） 

買取希望額：●●,●●●,●●●円 （㎡単価●●,●●●円 ・ 坪単価 約●●●,

●●●円） 

用途地域 ： 第一種中高層住居専用住宅地域（建ぺい率６０％ 容積率２００％） 

当初の申出事由：平成３１年第１回総会（１月）において、議案第１号で生産緑地に

係る農業の主たる従事者についての証明願の申請を受け審議した結果、許可相

当と決したので証明書を発行した。 

期限 ： 平成３１年４月１２日（金）までに市へ回答 

生産緑地法第１０条の規定に基づき、平成３１年１月７日付けにて、所有者より市

に対して生産緑地の買取申出がなされ、市及びその他の公共団体等において買

取希望がありませんでした。 
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よって、同法第１３条に基づき、農業に従事することを希望する者が、これを取得で

きるようにあっせんに努める必要があることから、農業委員会及びＪＡ千葉みらい

習志野支店にあっせん依頼が来たものです。 

次回（４月）の総会で、あっせん結果の報告を求めることになります。 

こちらにつきましては、皆様方地区担当の農業委員さんでございますので地区に

戻りまして、通常農業委員会の総会について地域の皆様に報告する機会があると

思いますので、その際にこちらの農地に対しまして希望者があるか確認していただ

くことになります。 

事務局からは以上です。 

 

これに関連して、皆様より質問等があればと思いますが如何でしょうか。 

因みに、現地調査時には草１本無く綺麗な状態でしたが、現在の状況は

どの様になっていますか。 

 

私の方で、３日の雨の日に確認していますし、企画委員会の前々日に事務局でも

確認しております。 

生産緑地につきましては、皆様と現地を確認した時とほぼ変わりは有りませんが、

問題となる自宅脇の畑については、当時は畑の一面が作付けされていましたが収

穫も終わり、現在は奥の長女の家側にソラマメが２・３列植えてある状況で草につ

きましても生えておらず大変綺麗な状況で管理されていました。 

 

この案件につきましては、４月の総会時に皆様よりのあっせんの結果を

求めることになりますので、宜しくお願いいたします。 

続きまして、議案第２号  

「農地の下限面積の設定について」を議案とします。 

事務局は、議案第２号の朗読・説明をお願いします。 

 

議案第２号 農地の下限面積の設定について 

平成２１年１２月施行の改正農地法により、農業委員会が農林水産省令で定め

る基準に従い、市町村の区域内の全部又は一部について、これらの面積の範囲

内で別段の面積を定め、農林水産省令で定めるところにより、これを公示した

ときは、その面積を下限の面積として設定できることとなっており、また、「農

業委員会の適正な事務実施について」が平成２２年１２月２２日付けで一部改

正され、農業委員会は毎年、下限面積の設定又は修正の必要性について審議す

ることとなっています。 

 このため、下限面積の設定について以下のとおり提案いたします。 

 （下限面積）現行 ３０アール  提案 ３０アール 

《提案理由》 農地法施行規則第１７条第１項第３号の規定により、農業委員会

が定めようとする別段の面積は、定めようとする面積未満の農地を耕作してい

る者の数が全体の４割を下回らないように算定することとされている。 
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 なお、平成２２年より下限面積を３５アールで設定し、その後変更はありませ

んでしたが、市内の農業経営体数及び経営面積の減少傾向が２０１５年農業セ

ンサスで顕著になり農地基本台帳を基に全体の４割を下回らないよう算定し

３０アールが適当と判断し、平成２９年４月１日より下限面積を３５アールか

ら３０アールに変更したものです。隣接し、春夏人参を耕作する千葉市花見川

区との現状を鑑み、３０アールが適当と判断するものです。 

  

農地の下限面積の設定はなぜ必要なのか、及び数値の算出根拠など 

説明がありましたが皆さんご理解いただけてでしょうか。 

事務局より、もう少し具体的な事例等を示して説明していただけま

すか。 

 

・・・下限面積を定め、その数値等は今後どの様に影響するか等の説明行う・・・ 

 

他にはありませんか？ 

ご意見・ご質問等が無ければ採決に入ります 

 

船橋市の状況はどうですか。 

 

市川市は地域ごとに別段の面積を定めていますが、船橋市は法律の５０アー

ルとのことですが、同じ農協に属しているので船橋市内でも地域性が有るの

ではないでしょうか。 

 

暫時休憩いたします。・・・・・・・ 

 

・・・・・・休憩前に戻り会議を続けます。 

休憩中、概略的な説明がありましたが、下限面積の設定は市町村個々

の農業委員会が定めることで、農協が２市・３市にまたがっていた

としても同じである必要性は無いと思います。 

事実、当農協につきましても５市にまたがっていますが各市それぞ

れ面積基準を設けている部分もありますので、船橋市については 

今後、市川市と検討していかれるのかもしれません。 

他にご質問等が無ければ採決に入ります。 

 

議案第２号、農地の下限面積の設定について 

賛成の方の同意を求めます。 

賛成の方は、挙手願います。 

全員の賛成を持ちまして、平成３１年度の習志野市の下限面積は 

３０アールで決定しました。 

続きまして、議案第３号 
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「農地法施行規則 第２９条 第１号 に関する 

農地転用の届出について」事務局より議案説明を求めます。 

事務局は、議案第３号の朗読をお願いします。 

 

議案第３号 農地法施行規則第２９条第１号に関する農地転用の届出について 

  平成３１年２月２２日付けで、下記のとおり農地法施行規則第２９条第１号に関する 

農地転用の届出の提出がありましたので審議を求める。 

１．申 請 者    習志野市鷺沼●丁目 ●番 ●●号  ●● ●●（●●歳） 

  ２．申請地番  地目 畑  

習志野市●●●丁目 ●●●●番●   地積 ●●●㎡（登記） 

習志野市●●●丁目 ●●●●番●   地積 ●●●●㎡（登記）     

                                       うち、●●●．●●㎡ 

３．転用目的       農業用倉庫の建設  1 棟    ●●．●●㎡ 

  ４．転用時期（工期）  平成３１年４月１日 から ２０１９年６月３０日 

５．利用期間  永久 

６．届出理由  事業経営上、機械化及び梱包やパック詰め等をして出荷するこ

とから、農作物をストックする倉庫が手狭となったために倉庫

の設置が必要となった。 

既に１棟の倉庫を設置しているが、こちらの届出が未提出であ 

ることから合算した設置面積での届出とした。 

 ７．地目変更 地目変更せず 

 

この件については、担当地区 農業委員の植草委員と私と、事務局で

現地調査を行ってきました。 

現地調査報告を、１番 植草委員よりお願いします。 

 

議案第３号「農地法 施行規則 第２９条 第１号に関する農地転用の届出」 

について、現地調査報告をします。 

平成３１年２月２８日に企画委員会後に、廣瀨会長と私、事務局２名で行って

まいりました。 

 申請地は、●●の●●●●を右手に過ぎ、大久保方面に向かい、●●●丁目区

画整理地区の道路を挟んだ農地の中の 一角になります。 

申請者が●●●●を行っている●●かの●●●●の間に 約５０㎡の農業用倉

庫を建てて、農機具の保管や、出荷作業を行うと聞いています。 

 現地を見ますと以前に建てた倉庫が１棟あり、その隣に今回申請の倉庫を建設

するそうです。 

 一帯の農地は緩やかに傾斜しているので、倉庫に降った雨水の処理について

は、十分配慮が必要かと思います。 

以上、議案第１号の調査報告とさせていただきます。 
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 皆様で、よろしくご審議のほど お願いいたします。 

植草委員、現地調査報告ありがとうございました。 

現状を踏まえ、事務局より説明をお願いいたします。 

尚、現地については皆さん分かりますか。 

 

申請地の場所につきましては、●●●●を●●方面に向かい●●●●を右手

に見て、●●●●●の信号を●に入りますと●側に●●●が●●かあります

が、その中の一部となります。 

添付資料の７頁の土地利用計画図をご覧ください。 

先程の議案説明の中で、以前に許可を受けずに農業用倉庫を受けてしまった

と申し上げましたが、その倉庫が図面上では既存建物となり道路に面したと

ころになります。今回、その奥に１棟倉庫が必要とのことで申請が上がった

ものでございます。 

農業倉庫につきましては、２００㎡までの敷地面積であれば届出により建て

ることは可能であります。また、この土地は農業振興地域でございまして 

資料５頁で市長より申請者に対しまして、農用地利用計画軽微変更について

通知を出しております。 

この通知書で、平成３０年１１月２９日付けで申し出がありましたと記載さ

れていますが、農用地の解除や変更については産業振興課が行っているとこ

ろで、１１月２９日に申請を受け翌年の平成３１年１月２８日公告されてい

ます。 

過去の事例からすると農用地の解除は最短でも７ヶ月程度の時間を要します

が今回は非常に短時間で通知が出たのは、農用地の解除や除外と言うことで

はなく、用途の変更と言うことなので農地から農業用施設用地に用途を変え

る軽微な変更となったものでございます。農政係では、農業振興地域促進協

議会に諮り変更していますが、申請地は農用地の網は以前同様に付されてい

ますが、農地として使用することから農業用施設用地として使用を認めたも

ので、農用地と言うことには変わりがないものです。 

１つ危険性が含んでいるのは、先程議案を読みあげた時に７番で地目変更は

しないと申し上げました。解除することが尤もであれば最短で７ヶ月ですが、

７ヶ月過ぎれば地目の変更が出来る分けですが、今回この申請で２ヶ月であ

ってもこれと同様の書類を出していただいていただければ地目の変更も可能

となります。倉庫として利用期間が永久となっていますので地目の変更をす

ることも出来ます。 

今回の場合は、農業用倉庫として使用しますので地目の変更は行わないと言

うことで、業者には確認は取っております。 

これは、農地法の規定に基づく許可を要しない農地の地目変更に係る手続と

言うものが、千葉県の農地転用関係の事務指針の中に出ております。 

証明願いというか書類を農業委員会の方に出していただいた後、農業委員会

で審議し県に出し、県が現地を確認し申請地を地目変更しても問題ないと判
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議 長 

断した場合は、法務局に行って地目変更をすることが出来ます。 

但し、ここは農業用倉庫として永久的に使用すると言うことで、他の目的に

転用をしないと言うことで地目変更を行うことになります。 

申請者につきましては、市内でも指導的な立場の方で認定農業者で実績もあ

りまして、農機具も沢山所有していることからやむを得ないかと思われます。

今後、この様に２ヶ月で地目変更を行うような手法もありますので、通常の

農用地の解除に時間がかかる、今回の方法であれば時間がかからないと言う

ような申請もありますので、今後は注意をして審議をしていく必要があると

思います。 

倉庫の配置等につきましては、７頁に配置図を示しておりますし、どの様な

形態の倉庫かというのは、その裏面に平面図、立面図を添付しています。 

通常の倉庫を畑の土の上に置くだけで有れば、雨水は土の中に自然浸透しま

すが、コンクリートの土間を打ちますので、その雨水の行き場が無いことに

なります。また、この土地については傾斜がありますので隣接道路の舗装に

沿って雨が低い方に流れ、一番低い所へ集中してしまい低い農地所有者に迷

惑をかけることになりますので、雨水の処理等については注意して見て行き

たいと思います。 

 

それでは、議案第３号について質疑に入ります。 

ご意見、ご質問等の有る方は、挙手願います。 

 

質問等が無ければ、採決に入ります。 

三代川和彦委員どうぞ 

 

道路を隔てた所有者として、既に説明をいただいておりますし、納得して印

も押しました。 

 

そこまで、業者は対応してくれていますか有難いです。 

ただ、降った雨が道路沿いに流れ畑の低い所に流れ込むのは防げな

い物でしょうか。 

 

道路の一番低い所には、道路課の方で桝を設置していただき大分改善されま

したが、道路の脇から畑に流れ込むので道路の脇に単管パイプ等で防止対策 

を行ったのですが、子供たちが遊びで畑に蹴り込むので、道路の脇に舗装等

で１０センチ程盛り上げていただければ解決するように思います。 

 

道路交通課に申し出すれば可能ではないでしょうか。 

農道整備事業で予算化している中で対応できないでしょうか。 

 

その辺は、産業振興課に申し出するのも一案と思います。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にありますか。 

村山委員どうぞ。 

 

雨水の処理と言うお話の中で、申請地周辺は住宅開発が進みましたがその住

宅の雨水処理は問題ないのでしょうか。 

 

住宅の雨水よりハウスの雨水が全部道路に流れて、それが農地に流れ込む状

況です。 

 

村山委員が述べているのは、宅地化が進んでいる中で住宅の雨水処理の影響

はないのかと言うことになるのかと思いますが、開発行為での雨水の処理や

転用において雨水による被害防除についての審査は厳しく見ているつもり

で、開発に伴って被害が生じていれば大問題と思いますので、皆様と共に転

用等については被害防除等に厳しく対応していきたいと思います。それでも

全く影響がないとはいえませんが農業用ハウスによる雨水処理や予想外の豪

雨で防ぎきれない事もあると思います。 

台風や暴風雨時には倒壊の恐れのある農業用ハウスの巡回や農地の冠水の見

回りを翌日に行い被害が有れば県に報告などしていますが、この場所は巡回

予定地に含まれていますのでマメに見ていますし、道路上の桝についても道

路交通課では定期的に清掃等を行っています。 

 

他に意見等が無ければ、議案第３号 

「農地法施行規則 第２９条 第１号 に関する 

農地転用の届出について」 

賛成の方の同意を求めます。 

議案第３号について 賛成の方は、挙手願います。 

 

全員 賛成 を持ちまして、 

議案第３号は承認されました。 

 

ここで、審議とは別に 農業者年金について、年金部長として私が勤

めていますのでお願いと報告があります。 

委員の皆さんは日頃から周知・勧誘活動をしていただいていますが、

日頃にも増して活動をしていただけるよう、ご協力をお願いしま

す。・・・・年金部長が作成した資料等で説明・・・・・・ 

それでは、次に報告事項に入ります。 

報告第１号の農地法第４条第１項第７号の規定による 

転用届出の受理通知および 

報告第２号の農地法第５条第１項第６号の規定による 

転用届出の受理通知ですが、質問等の有る方は、挙手願います。 



 

 

・・・・・・・なしの声・・・・・・・ 

 

質問等が無いようですので、これを持ちまして本日の総会は終了いたし

ます。 

 

 

 


